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論文内容要

旨

 要約:β本産食虫目のうち,トガリネズミ上科に属するSorexsbinto(3),Mogerawo-

 gurawogura(3),Mogerawogurakobeae(3),Dy揃ecodonpihrostrls(7),

 Urotdchustaipoides(7)の視覚系(眼球,副眼羅,外側膝状体背側核,上丘,視床後外

 側核及び視覚皮質ならびに対応する後頭野の細胞構築に関して,習性との関連から研究した。

 地上生活が優位のトガリネズミは眼裂があり,視覚系は全般的によく発達する。他方,地下生活

 が優位なモグラ類では眼裂が形成されないで1視覚系には一般にその生漉様式が反映していた。ヒ

 メヒミズとヒミズは共に半地下生活を営み,視覚系はトガリネズミとモグラ類の中間型であった。

 また他の哺乳類たとえば有袋目(Gray,1924),ネズミ目(Masa量,1975),翼手段(Ka-

 repina,王968)1こ漏する種を考慮しても,視覚系の細胞構築は分類上の類縁よりもむしろ

 ecoiogicalnicbe"を反映している。

 A.序論:Kappers(i92i,隻936)及びRerdck(1924)による比較神経学的な概念は

 脳の知覚性領野におけるニュー担ン集団の規模と分化の様相が動物の習性と関連していることを示し

 した。すなわち,環境からの種々の情報を処理する知覚領野は,個体の生活上優位に利用される受

 容器との関連で脳全体に対して比較的な発達を遂げる。従って此の立場は,動物の習性を神経解剖

 学的に追究する概念として高い価値がある。

 脳形態と習性との相互関係は,コイ科の交雑実験結果の分析からも明らかである(Masaiand

 Sato,1966)。タモ・コでは視蓋(視覚)と終脳(嗅覚)が,ゼゼラでは迷産葉(味覚)と終脳

 が,脳全体に対して比較的に発達する。これらのFIは脳型と索餅行動とが両親の中間型である。

 タモ・コとカマツカ及びそのF生でも同様な結果であった(MasalandS&to,1965)。従っ

 て脳型と習性問には平行的な関連性があると思われる。個体発生的には,成長過程での生活様式の

 変異に伴って,受容器系統が変化する(Armstrong,1964)。Rosenzweigeta圭.

 (1972)は,環境条件が視覚野を含む後頭皮質に影響することを実験的に証明した。

 そこで生態学亀系統発生学的立場から視覚系統の細胞構築を研究した。食虫目は霊長類の直

 接の祖先であり(Romer,1966),Sohcolde&は種々な程度に発達した観覚系統を持つ種

 を含み,分類学上の位置は明確であり(Simpso捻,1945),更に日本固有種及び遺残種を含む

 特徴的な生活様式を持つ種(Ima量zumi,196211ma圭zumiandObara,1966;Mlyao,

 1970)が含まれる。著者が知る限り,食奥目の視覚系統に就いては記載的な研究だけ℃生態学

 的並びに系統学立場からのものは無い。

 B.材料と方法:動物種と数は前記。10%フォルマリン固定。20及び25μ連続切片。染

 色はNlss1,Wdgert-Pa1,Bielschowsky及びhematoxylin-eosin。測定は
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 Planime艶r使用。生活史はImaizulnla熟dObara,(1966),Abe(1968)及び

 Miyao(ig70)の野外調査に基づいた。

 C.生活史:Sorexs短nto一地上。食虫目に於ける1%asa玉type"の1種S箆一

 phan(三967)。前肢は特殊化しない。留内容物の大部分はクモ類で1ミミズの割合は小さい。

 Mogerawogurakobeae,Mogeでawogura㎜9財a一地下。前肢はシャベル状。

 胃内容物の大部分はミミズ。Dymecodonpihrostris一半地下。前肢は僅かに特殊化。

 胃内容物は昆虫の幼虫成虫とミミズ。β本特有種。Urothchustalpo玉des一半地下。

 前肢は特殊化してモグラに近い。胃内容物は昆虫の幼虫とミミズ。た甘しミミズの種類はモグラと

 は異っているo

 D。結果:検討した視覚系は,他の食虫爵で変性乃至逆行性変性実験で(LundandLund,

 1965;Ralまand工)lamond,1968;C&mpbe至重フ隻972;}{artingeta1.,1972)

 光刺激に関係があることが確められている・一眼球・副眼器SOreXshinto一管状の眼裂で,

 視神経は最も太い。眼球の細胞構築は他の哺乳類と同様。たy視細胞は単一型と思われる。視神経

 は視交叉形成後,外側膝状体へ向う。Mogerawogurakobeae,Mogerawogurawo-

 gura一此等Mogeragroupの眼球前面は全く厚い皮窟で被われ,眼裂は形成されない。角

 膜,水贔体の大部分は細胞成分。また網膜の細胞要素は少ない。視神経は最も細いが,視交叉を形

 成する。一般的な形態は他の囎乳類と同様。Dymecodonpilirostr圭s一眼球前薄は皮膚で

 全く被わ札眼裂をみない。角膜基質には細胞成分があり,水飜体は細胞性で一部線維化している

 個体もある。その他の形態に就いてはSorexに似る。Urotdchqstalpo墨des一角膜前張

 には皮膚があって,眼裂は形成しない。眼球の構築及び視神経に関しては,Dymecodonと周様。

 また強膜に対する角膜の割合はSorex75弘,Moger&28%,Dymecodo簸60%,Uro-

 trichUs50%,水晶体の厚さがその直径に対する割合,眼球前後軸に対する割合は夫々,So-

 rex50-70%,40%IMogera56%,30-45%Dy職ecodoね56%,50%;

 Urotrichus70%,48弘。またどの種にも眼球付近の皮下に横紋筋が見られる。外側膝状体

 視床背外側に位置する。背側核と腹側核を区別。背側核は層構造を示さない。Sorex一最大面で

 の視床に対する面積の割合は4鎚,背側核は腹側核の約2倍1構成細胞は中等度の大きさ。腹側核

 では比較的に4・型。Mogera一視床に対する割合は1%,背側核と腹側核の割合は略々同様。背

 側核の細胞は,腹内側に多角形大型細胞が局在する以外は小または中等慶大。Dymecodon,

 Urotrichus一視床での比較的な面積はSorexとMogeraの中間。背側核と腹側核との割

 合は大体同じ。背側核は内側に大型細胞を少数証める。地方,聴覚に関する内側膝状体が視床に対

 する割合は,Sorex15%,Mogera22%で,4種共その薦める割合は外側膝状体よりも内

 側膝状体が大きい。また上丘は,聴覚に関するγ丘よりも比較的に小さい。上丘一中脳背側正中に
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 位置する1対の小隆起。屠構造を形成して表在膚,中間層深層を区別する。Sorex一表在層の

 上症全膚に対する厚さの割合は他の3種よりも大きい。表在層と中間腰の細胞に柱状配列が見られ

 る。Mogera,Dymecodon,Urotdc封us一表在屠の全層に対する割合は共に小さいo

 Dymecodonの表在層は紡錘形の細胞である点で他の3種と異なる。Mogeraの中間顧には多

 角形大型細胞が顕著である。視床後外側核外側膝状体の背内側に位置する。X,Y,Zの3細胞

 群で構成さ礼Sorexで最も明瞭6細胞の形は全般的にSorexとDymecodonは円型,

 MogeraとUrotr玉chusでは紡錘形及び多角形。視覚皮質及び対応する後頭皮質視覚皮質

 と対応する後頭皮質(17野或いは有線野,18野)の同定は,食虫目に属する他の種で行われた

 細胞構築的な脳地図(Rose,1912)とこれに略々～致する誘発電位法に基づく脳地図(Lende

 a磁Sad短r,i967)によった。なお18野はWe圭gert-Pa玉髄染色で弱く染まウ,17

 野をとりかこむ聴覚皮質への移行部と考えられる(DiamondandHaH,1969)。細胞構築

 は他の浦乳類のように6履を形成する。Sorex-1暦は細胞成分が少ない。薄いH層は小型の濃

 染細胞で118野ではこれが小塊状に集まる・17野の皿層は,小型錐体細胞が不規則に配列し,

 18野では柱状に配列する傾向がある。無腰は17野では比較的に厚く,18野では薄くて,小型

 円形細胞から成る。多くの濃染錐体細胞がV暦に特徴的。i7野ではM膚との閣に11ghtzone

 を見るが,i8野には現われない。M屠は円形小型の細胞層と皮質表面に平行に配列する淡染細胞

 の2璽層に分かれる。上粒層(H,積層)+粒贋(離層)とが下粒屠(V,M層)に対する

 割合は100%を越える。Mogera,Dymecodon,Urotricbus一視覚皮質相当部位が新

 皮質で占める割合はMogeraが最も少なく,DymecodonとUrotric熱asはSorexと

 Mogeraの中間。18野はSorexと違って,これら3種では同定が難しい。W層はSorexに

 比較してMogeraで最も薄いが,1)ymecodo熟とUrotrichusはこれらの中間。また上

 粒層と粒暦が下粒層に対する割合は,Mogeraでは100弘に達しないでSorexと対照的

 であるが,DymecodonとUrotdchusでは大体100%でこの場合もSorexとMo-

 geraの中間にあたるo

 E.考察:SoreXsbinto一管状眼裂,眼球と副眼器の様相は,弱い光刺激で神経興奮を生

 じ,夜行性を反映している(WaBs,19421Duke-Elder,i958)。外側膝状体背側核は

 閣形成をしない。これはCampbeHandRyzen(1953)の所見と一致する。細胞密度は他の

 3種より大きい。眼球の反射運動に関係する上丘は暦的構造が発達する。視束が入る表在層は厚い。

 視床後背側核の構築は他の3種と同様。視覚皮質の細胞構築はSorexの他の種(Rose,1912;

 RyzenandCampbeli,1955)と基本的に一致。刺激導入性である上粒層+粒層(van't

 Hoog,1918)は厚v・。18野の様相は食虫目の他のbasaltypeの所見(Diamondand

 冠a1},1969;Kaaseta1.玉970)が支持する。Mogeragroqp一眼球,副眼羅の基本
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 的構成はSorexと同様。付近の横紋筋と分秘腺は眼球運動を助ける(Quil員am,1966),

 極めて細い視神経と外側膝状体背側核はNiimieta1.(1962)及び他の種(Ganser,1882;

 Bauchot,1959)の所見と一致し,背側核の大型細胞群はscotopics呈ghtに関連すると

 思われる(Hassler,1966)。後頭野には,Sorexの視覚皮質に対応する“視覚皮質"が細

 胞構築的に区別されるが,4種中最も狭くて,上粒層+粒層の薄さと共にSorexと対照的で

 ある。ここは光刺激に反応しないが(AHiso鍛a葺dTwyver,1970),細胞構築的にRose

 (1912)のX野に相当すると考える。外側膝状体からの投射線維は証明されないが(L観ndand

 Lund,1966),線維連絡の個体差と追跡出来ない線維の存在の可能性は地下への適応を,また

 外側膝状体背側核の存在からTalpaのX野がSorexの視覚皮質に相同であると言える。Le

 GrosC重ark(王93.3)とJoねnson(1954)の所見のように上丘はあまり発達しない。視

 索が入る表在膚は薄くて,Typblopsの所見(Masai,i973)とも合う。中間贋での大型細

 胞の顕著さから,体性知覚との関連と,更に地下への適癒が考えられる。細胞構築的にMogera

 はspeclalizationフSorexはno織一speclalizationを示してKurep圭na(1974)

 の結果と合う。工)ymecodon,Urotrichus一眼球を含め,視覚系の細胞構築はSorexと

 Mogeraの中開でnicheに対する適応と言える。

 情報の高度な分析に関与する新皮質は,刺激導入性の上粒層にSDR活性が強く(Friede,

 1966;MasalandIs短bashi,i968),autoradiograpbyによる追跡から上粒

 層は個体発生の後期に形成され(Sbimada,ig70),光の遮噺は視覚皮質上粒層の厚さの減

 少を招き(Flfkovaaad}{assler,1968),またラットの三7野は常にドブネズミより薄い

 (Sugita,1918)。これらからSoricoideaの視覚皮質の暦構造は,習性と関連すると習える。

 次にtaxonomyの立場から潔えると,Marsqpla}ia(Gray,i924),Cbiroptera

 (Kurep呈na,i968),Myomorpba(Masaま,1975)での所見と対比して,新皮質の形態

 的なpatternはtaxonomyによるよりも,ecdoglcalnlcheに基づくものと考える。

引馬文献
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 論文審査の結果の要旨

 この論文は日本産のトガリネズミ上科に属するシントウトガリネズミ,モグラ2種ナヒメヒミズ

 およびヒミズを材料として視覚に関与する脳の構造を生活様式との関連において比較解剖学的に研

 究したものである。

 トガリネズミは地上生活,モグラは地下生活を主とし,ヒメヒミズとヒミズはその中間の半地下

 生活を営む。これらの視覚系を,眼球,副眼器,外側膝状体,上丘,視床後外側核,視覚皮質なら

 びに対応する後頭皮質について,フォルマリン固定,ニッスル,ワイゲルト・パル,ビルショフス

 キーおよびヘマトキシリン・エオジン染色標本を用いて詳細に観察を行った結果,トガリネズミは

 視覚系が全般的によく発達しているが,モグラ類は眼裂が形成されず,視覚皮質も極めて狭く,地

 下生活が優位な生活様式を反映し,ヒメヒミズとヒミズは前2者の中間型の視覚系を示した。この

 観察結果からトガリネズミ上科においては視覚系の形態的なパターンは分類上の類縁よりもむしろ

 ecologka圭煽cbeを反映していると結論した。

 以上の内容は佐藤やす子が自立して研究を行うに充分な学力と概究能力を持つことを示しており,

 理学博士の学位論文として合格と認める。
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